
『令和５年１０月１６日、１７日、

１８日、１９日、２０日開催』

一 般 会 計 及 び 各 種 特 別 会 計

決算審査特別委員会委員長報告

【令和５年１２月定例会】

委員長   原 秀 忠



1 

先ほど議長から報告がございましたとおり、委員長に不肖私が、副委員長に関

由紀夫委員がそれぞれ互選されておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、去る９月定例会において当委員会に審査を付託され、閉会中の継続

審査となっておりました議案第９７号「令和４年度川口市一般会計及び各種特

別会計決算認定について」、１０月１６日から２０日までの５日間にわたり、慎

重に審査いたしましたので、以下、その審査概要と結果についてご報告申し上げ

ます。 

 最初に、審査の方法については、各常任委員会の所管事項別に審査を行い、一

般会計は質疑のみとし、最終日の歳入審査終了後に討論、採決を行いました。 

また、一般会計歳入のうち、第１４款「分担金及び負担金」ないし第１７款「県

支出金」まで及び第２３款「市債」については、一般会計歳出審査の際、関係す

る歳入について併せて審査を行いました。 

 さらに、特別会計については、各会計ごとに質疑、討論、採決を行なったとこ

ろであります。 

また、決算審査に係る資料として建設工事契約状況一覧及び建設事業予算箇

所付未執行事業一覧がそれぞれ提出されておりますので、ご報告申し上げます。 

 それでは、総務常任委員会にかかわる決算についてご報告申し上げます。 

 初めに、第１款「議会費」を議題といたしましたところ、質疑なく、審査を終

了いたしました。 

次に、第２款「総務費」を議題といたしましたところ、一般管理費にかかわり、

市長等常勤の特別職職員の給与改定による影響額について、同和対策事業の決

算額が前年度より増額した理由について、危機管理費にかかわり、国民保護事業

における国民保護訓練の実施内容について、防犯対策費にかかわり、防犯カメラ

借上料が前年度より増額した理由について、戸籍住民基本台帳費にかかわり、マ

イナンバーカード交付事業費におけるプリペイドカード配付の効果について等、

質疑応答の後、「総務費」に対する質疑を終了いたしました。 

次に、第１１款「公債費」ないし第１３款「予備費」を議題といたしましたと

ころ、質疑なく、審査を終了いたしました。 

次に、第２款「総務費」に関係する歳入を議題といたしましたところ、総合文

化センター使用料にかかわり、テナント使用料を減額したことによる影響額に

ついて、自衛官募集事務委託金にかかわり、委託金の算定方法について等、質疑

応答の後、「総務費」に関係する歳入に対する質疑を終了いたしました。 

 次に、「川口駅西口地下公共駐車場事業」及び「川口駅東口地下公共駐車場事

業」の両特別会計決算を一括議題といたしましたところ、川口駅西口地下公共駐

車場事業にかかわり、工事請負費が未執行となった理由について等、質疑応答の

後、一括採決の結果、起立者全員で認定することに決しました。 
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次に、「交通災害共済事業特別会計決算」を議題といたしましたところ、過去

５年間の加入率の推移について等、質疑応答の後、採決の結果、起立者全員で認

定することに決しました。 

次に、福祉保健常任委員会にかかわる決算についてご報告申し上げます。

初めに、第３款「民生費」を議題といたしましたところ、障害者総合支援事業

費にかかわり、障害者事業所等物価等高騰対策支援金の実績について、児童福祉

総務費にかかわり、子どもの生活・学習支援事業における委託業者の変更による

効果について等、質疑応答の後、「民生費」に対する質疑を終了いたしました。

次に、第３款「民生費」に関係する歳入を議題といたしましたところ、保育所

児童保護者負担金及び公立保育所保育料にかかわり、不納欠損額及び収入未済

額の詳細について等、質疑応答の後、「民生費」に関係する歳入に対する質疑を

終了いたしました。

次に、「介護保険事業特別会計決算」を議題といたしましたところ、認知症総

合支援事業費にかかわり、認知症初期集中支援チームを増やしたことによる効

果について等、質疑応答の後、採決の結果、起立者全員で認定することに決しま

した。

次に、「母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計決算」を議題といたしました

ところ、質疑なく、採決の結果、起立者全員で認定することに決しました。

次に、第４款「衛生費」第１項「保健衛生費」を議題といたしましたところ、

保健衛生総務費にかかわり、新型コロナウイルス感染症対応協力医療機関補助

金が見込みを下回った理由について、生活衛生費にかかわり、生活衛生関係営業

者物価等高騰対策支援金の交付状況について等、質疑応答の後、「衛生費」第１

項「保健衛生費」に対する質疑を終了いたしました。

次に、第４款「衛生費」第１項「保健衛生費」に関係する歳入を議題といたし

ましたところ、予防接種事故対策費負担金にかかわり、増額となった理由につい

て、質疑応答の後、「衛生費」第１項「保健衛生費」に関係する歳入に対する質

疑を終了いたしました。

次に、「国民健康保険事業特別会計決算」を議題といたしましたところ、歳入

にかかわり、多子世帯に対する減免の対象件数及び減免額について等、質疑応答

の後、採決の結果、起立者全員で認定することに決しました。

次に、「後期高齢者医療事業特別会計決算」を議題といたしましたところ、窓

口負担割合が１割から２割に引き上げられた被保険者の人数について、窓口負

担割合の変更に伴う周知方法について等、質疑応答の後、討論へと移行し、まず、

当該年度において賦課限度額、均等割額、所得割率の引き上げ及び一部の後期高

齢者の窓口負担割合を２割に引き上げたことによる負担増は後期高齢者の命と
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健康を脅かすことになりかねないことから、反対するとの意見。

また、被保険者数と医療給付費が増加するなか、一定以上の所得がある後期高

齢者に窓口負担を求めることは現役世代の負担を抑え、支え合いの仕組みを維

持していくために必要と考える。本事業においてはその理解を得るための適切

な広報がなされ、併せて介護予防の取り組みを効果的、効率的に実施しているこ

とから、賛成するとの意見がそれぞれ述べられたる後、採決の結果、起立者多数

で認定することに決しました。

次に、「看護学校事業特別会計決算」を議題といたしましたところ、歳入にか

かわり、入学選考手数料が見込みを下回った理由について等、質疑応答の後、採

決の結果、起立者全員で認定することに決しました。

次に、環境経済文教常任委員会にかかわる決算についてご報告申し上げます。 

初めに、第４款「衛生費」第２項「清掃費」及び第３項「環境保全費」を議題

といたしましたところ、資源循環対策費にかかわり、路上喫煙防止事業における

決算額が前年度と比較して大幅に増加した理由について、一般廃棄物収集運搬

業許可業者原油価格高騰対策支援金の支給事業者数について、収集業務費にか

かわり、不法投棄監視業務の対象地域及び業務体制について等、質疑応答の後、

「衛生費」第２項「清掃費」及び第３項「環境保全費」に対する質疑を終了いた

しました。 

次に、第４款「衛生費」第２項「清掃費」及び第３項「環境保全費」に関係す

る歳入を議題といたしましたところ、環境衛生手数料にかかわり、収入未済額の

詳細について等、質疑応答の後、「衛生費」第２項「清掃費」及び第３項「環境

保全費」に関係する歳入に対する質疑を終了いたしました。

 次に、「小型自動車競走事業特別会計決算」を議題といたしましたところ、一

般会計への繰り出しを行わなかった理由について、一般管理費にかかわり、オー

トレース公益啓発促進事業における実施内容について、施設整備費にかかわり、

オートレース場施設整備費における周辺道路整備工事の施工箇所について等、

質疑応答の後、討論へと移行し、まず、オートレースはスポーツギャンブルであ

り、不労所得を煽ることから反対するとの意見。 

 また、オートレース事業における従業員の直接雇用や市内事業者の活用は、地

域経済の活性化に繋がっている。加えて、市内の小中学校への体育用品の提供や、

オートレース場周辺の道路整備の実施、さらにはギャンブル依存症への対策を

講じていることは十分に評価できる。現在、施設改修などの理由により市の一般

会計に繰り出しができていないが、早期に市の財政に寄与するため、創意と工夫

により収益の増を果たし、オートレースファンだけでなく、川口市民の憩いの場

として、市民に親しまれる施設になることを期待し、賛成するとの意見。 
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 さらに、オートレース公益啓発促進事業として、市内全ての小中学校への体育

用品の提供に加え、周辺道路環境向上のための整備、運営に携わる雇用の創出な

ど、様々な面で市政に貢献している。今後は、より一層の経営努力のもと、将来

的に一般会計への繰り出しを実現するなど、更なる市政への貢献を期待し、賛成

するとの意見がそれぞれ述べられたる後、採決の結果、起立者多数で認定するこ

とに決しました。

次に、第５款「労働費」ないし第７款「商工費」を議題といたしましたところ、

農業振興費にかかわり、映像制作等委託料の詳細について、商工振興費にかかわ

り、マイナポイント支援事業における支援窓口の設置場所及び支援人数につい

て等、質疑応答の後、「労働費」ないし「商工費」に対する質疑を終了いたしま

した。 

次に、第５款「労働費」ないし第７款「商工費」に関係する歳入を議題といた

しましたところ、質疑なく、審査を終了いたしました。

次に、第１０款「教育費」を議題といたしましたところ、小学校費及び中学校

費の学校管理費にかかわり、ＩＣＴ運用事業における決算額が前年度と比較し

て大幅に増加した理由について、高等学校総務費にかかわり、給付型奨学金の給

付実績について、学校保健総務費にかかわり、学校給食発注事業における物価高

騰の影響について等、質疑応答の後、「教育費」に対する質疑を終了いたしまし

た。 

次に、第１０款「教育費」に関係する歳入を議題といたしましたところ、教育

使用料にかかわり、放課後児童クラブ利用料における不納欠損額及び収入未済

額の詳細について等、質疑応答の後、「教育費」に関係する歳入に対する質疑を

終了いたしました。

次に、建設消防常任委員会にかかわる決算についてご報告申し上げます。

 初めに、第８款「土木費」を議題といたしましたところ、公園費にかかわり、

グリーンインフラ活用計画策定委託の成果について、住宅総務費にかかわり、住

宅改修資金助成金の助成件数について、都市環境整備推進費にかかわり、川口栄

町３丁目銀座地区第一種市街地再開発事業の補助金額について等、質疑応答の

後、「土木費」に対する質疑を終了いたしました。

次に、第８款「土木費」に関係する歳入を議題といたしましたところ、土木使

用料にかかわり、住宅使用料における不納欠損額及び収入未済額の詳細につい

て、質疑応答の後、「土木費」に関係する歳入に対する質疑を終了いたしました。

次に、「川口都市計画土地区画整理事業特別会計決算」を議題といたしました

ところ、事業費にかかわり、各土地区画整理事業の進捗率について等、質疑応答

の後、採決の結果、起立者全員で認定することに決しました。
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次に、第９款「消防費」を議題といたしましたところ、消防施設費にかかわり、

車両の買い替え基準について等、質疑応答の後、「消防費」に対する質疑を終了

いたしました。

次に、第９款「消防費」に関係する歳入を議題といたしましたところ、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金にかかわり、救急活動における感

染防止対策として購入した物品の詳細について、質疑応答の後、「消防費」に関

係する歳入に対する質疑を終了いたしました。

最後に、歳入の部、第１款「市税」ないし第１３款「交通安全対策特別交付金」

まで、並びに第１８款「財産収入」ないし第２２款「諸収入」までを議題といた

しましたところ、第１款「市税」にかかわり、前年度と比較した収納率の状況に

ついて、第２０款「繰入金」のうち財政調整基金繰入金にかかわり、標準財政規

模に対する基金残高の妥当性について、第２２款「諸収入」のうち雑入にかかわ

り、学校給食費の収納率について、指定管理者管理施設利用料金還元雑入の増額

理由について等、質疑応答の後、委員会は一般会計全体の討論へと移行し、まず、

第２款「総務費」にかかわり、市民の生活実態を見れば、市長をはじめとする常

勤の特別職職員の期末手当の増額は認められないこと。同和対策事業は、市内に

同和地域はなく、広く一般行政の中で進めるべきであること。国民保護事業は、

本来、地方自治体が行うべきではないこと。マイナンバーカード普及促進にかか

わる５，０００円分のプリペイドカードの配付は、市が金券を配付してまでカー

ド取得に固執したこと。西川口駅西口ロータリーに接する土地建物の購入は、そ

もそも地域の整備計画はなく、取得までの経緯に透明性が担保されておらず、ま

ちづくりを進めるための市民参加を保障したとはいえないこと。 

 歳入の自衛官募集事務委託金にかかわる事業は、憲法上疑義があること。 

 第３款「民生費」にかかわり、公設公営保育所の１か所を指定管理者に委ねた

ことは、保育の公的責任を果たしているとは言えないこと。児童手当の所得上限

限度額の新設は、子育て支援に逆行すること。 

 第８款「土木費」にかかわり、都市計画街路整備事業は９路線の残事業費の総

額が多額であり、特に駅周辺の大型道路開発に、これ以上税金を使うことは認め

られないこと。川口栄町３丁目銀座地区第一種市街地再開発事業等の民間主導

の再開発事業に、多額の税金が使われていること。 

 第１０款「教育費」にかかわり、学力向上支援事業における市の低学年の学力

調査及び国や県の学力テストの実施は、子どもや学校の負担となり、学力の向上

には繋がらないこと。小中学校の学習支援システム導入に伴い、学校配当予算が

減額されたこと。小学校の給食の自校調理校のうち１校を民間委託したことは、

継続的に安全安心な給食を提供することに逆行することから反対するとの意見。 
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 また、第２款「総務費」にかかわり、旧三菱ＵＦＪ銀行西川口支店の土地建物

の購入は、狭隘な駅前広場の環境を整備し、西川口駅西口周辺の利便性と快適性

を向上させるため、迅速に動いたと評価できること。同和対策事業は、まだ一部

で残る部落差別を解消するために必要な事業であり、引き続き、同和問題を重要

な人権問題の一つとして捉え、啓発活動を続けていくことが必要であること。国

民保護事業は、国民保護法に基づき地方公共団体が取り組むものとされており、

昨今の社会情勢に鑑み重要であること。 

 第３款「民生費」にかかわり、公設公営保育所の１か所を公設民営保育所にし

たことは、民間企業が持つノウハウが生かされ、財政の適正化に繋がること。赤

ちゃんにっこり応援金については、所得制限を撤廃したこと。 

 第８款「土木費」にかかわり、川口栄町３丁目銀座地区第一種市街地再開発事

業等は、民間の力を存分に生かした、市民生活の利便性向上を図る大変重要な事

業であること。 

 第１０款「教育費」にかかわり、美術館建設を念頭に置いた川口駅西口のリリ

ア隣接地における調査検討のための委託料については、駅前の好立地を生かし、

文化芸術施設を集約することによる相乗効果が期待されること。学校給食にお

いて自校調理校のうち１校を民間委託に切り替えたことは、保育所の公設民営

化と同様、民間企業が持つノウハウが生かされ、財政の適正化に繋がること。 

 令和４年度一般会計全体としては、コロナ禍や社会情勢等の影響を受けた原

油価格や各種資材の高騰に起因する委託費や光熱水費等の増額により、計画的

かつ安定的な行政運営が必要とされるなか、各種税の収納率が向上しており、公

平公正に市民に税負担を求める努力をしていると評価し、賛成するとの意見。 

さらに、歳入については、市税収入において、収入済額が前年度比約３４億 

１，２００万円、約３．５パーセントの増となっており、これは市税の徴収強化

などに取り組んでいる結果であること。 

 歳出については、第２款「総務費」にかかわり、防犯対策費の防犯カメラ借上

料において、かねてより要望していた通学路の防犯カメラが５０台設置された

こと。コンビニ交付事業において、当該年度は６万５，８４２件の交付がされて

おり、市民の利便性が高まっていること。 

 第３款「民生費」にかかわり、高齢者元気応援ギフト事業において、申込者数

は１２万４，９３９人、申込率は９０．１６パーセントとなり、多くの方から喜

びの声が届いていること。 

 第８款「土木費」にかかわり、交通安全施設等整備事業費の道路照明灯整備事

業において、道路照明灯のＬＥＤ化率が９３．１パーセントとなり、市内が明る

くなり、さらには、ＣＯ２の削減にも貢献していること。 

 第１０款「教育費」にかかわり、高等学校総務費において、給付型奨学金が夏
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期・冬期講習や進学時に支給され、学ぶ機会が創出されたこと。 

 その他についても、適正に執行されたと評価し、賛成するとの意見がそれぞれ

述べられたる後、採決の結果、「令和４年度川口市一般会計決算」は、起立者多

数で認定することに決しました。 

 以上で、報告を終わります。


